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院長の予定（2020年 10月まで） 

9月 18日 （金） 3才健診 騎西・保健センター 

  28日 （月） 3才健診 加須・保健センター 

10月 5日 （月） 1.5才＋2才健診 騎西・保健センター 

  8日 （木） 就学児健診 水深小 

  14日 （水） 1才半健診 加須・保健センター 

これらの日は午前の受付を12：00前に締め切ることがありま

す。また午後の診療開始時間が多少遅れることがあります。 

 ※新型コロナウィルス感染の流行状況により、日程の変

更があるかもしれません。 

 

小児科休日診療の当番 

令和2年10月までの当番一覧です。加須市では、11月

～3月は元日を除くすべての日曜・祝日に、4月～10月は

祝日に小児科休日診療を行っています。 

月 日 曜日 当番医 

9月 21日 （月） ともながこどもＣ 

  22日 （火） 加藤こどもＣ 

※診療（受付）時間は9：00～12：00です。 

当番は変わることがありますので、ご利用の際は加須市

の広報誌やホームページで最新情報をご確認ください。 

 

感染症の情報 

埼玉県全体で、主要な感染症が少ない状態が続いていま

す。その理由は、多くの人が手洗いなどの新型コロナウィ

ルス対策をしっかり心がけている効果だと考えます。夏に

子供の間で流行する代表的な病気の手足口病、ヘルパンギ

ーナ、プール熱も今のところ目立った流行は見られません。 

 

手洗いはすべての感染症の予防に有効です。またカゼ症

状のある方はマスクや咳エチケットを心がけて下さい。 

 

 

休診の予定 

年末まで、臨時の休診の予定はありません。 

 

 

 

 

インフルエンザワクチン関連 

予約開始は未定！！ 

当初は今シーズンも 9 月から予約開始、10 月上旬から

接種開始の予定でした。ところが厚労省より、新型コロナ

対策として「65歳以上の高齢者、持病のある方は10月1

日以降に最優先で接種開始し、その他の方は10 月中旬以

降まで待ってほしい。」との通知が出されました。 

 

また加須市の定例記者発表資料によると、従来実施して

きた中学3年生に対する接種費用の補助を、今年度限定で

生後6ヶ月～中学2年生まで拡大するとのことです。実施

期間は10月20日～1月31日まで、１回目の接種費用を

補助して自己負担は1,000円とするそうです。2回目の費

用は全額自己負担となります。 

 

今シーズンのインフルエンザワクチンの製造量は昨年

よりも多くなる見込みとのことですが、それ以上に接種希

望者が増える可能性が高く、ワクチン不足の懸念もありま

す。当院では今シーズンも完全予約制で実施しますが、加

須市の助成制度の経過や、ワクチン確保のめどが立たなけ

れば予約を受けることができません。また新型コロナ対策

として、密にならないような予約枠も検討しなければなり

ません。接種ご希望の方は今しばらくお待ちください。 

 

予約受付の開始日が決まりましたら、当院ホームページ

にてお知らせいたします。おそらく9月下旬、ワクチンが

確保出来次第、受付を開始いたします。 

なおインフルエンザワクチンは生後 6 ヶ月から接種可

能です。 

 

接種開始日は10月20日（火）を予定しています。 

 接種回数（推奨） 

 13歳未満は（2～）4週間の間隔で2回 

 13歳以上は1回 

当院の接種料金 

3,500円/1回 （成人・小児共通です） 

13歳未満のお子様が2回接種する場合は、 

合計7,000円になりますが、加須市の助成 

制度を利用すれば4,500円となります。 

 



                                 

 10月 1日から・・・ 

① ロタワクチン定期接種 

ロタワクチンは任意（自費）接種しかできませんでした

が、8月生まれの赤ちゃんから定期接種として公費でのワ

クチン接種ができるようになります。対象となる赤ちゃん

には、保健センターからお知らせや予診表が届くことと思

います。接種開始は10月1日からです。 

 

ロタワクチンには、有効成分や接種回数の異なる2種類

の製品があります。当院では「ロタリックス」と言う名前

の「2回接種」のワクチンを使用しています。何らかの理

由で別のワクチンでの接種をご希望の場合、事前にお知ら

せいただければ対応いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ワクチン接種の間隔の規定が大きく変更！ 

今まで、異なるワクチンの接種間隔について、生ワクチ

ンについては接種後4週間以上、不活化ワクチンについて

は接種後1週間以上の間隔をおくこと、というルールがあ

りました。この決まりが今年の10月1日から大きく変更

されます。変更後は・・・ 

 

「注射の生ワクチン」接種後、別の「注射の生ワクチン」

を接種する時は4週間以上空けること。ただし不活化ワク

チンや経口生ワクチン接種後の間隔については、特に制限

しないというものです。 

 

「注射の生ワクチン」は具体的にはＢＣＧ、ＭＲ（麻し

ん風しん混合）、水痘、おたふくかぜワクチンのことです。

この4種類のワクチンを別々に接種するには、今まで通り

4週間以上の間隔を空けなければなりません。もちろん同

時接種は可能です。 

では「注射の生ワクチン」接種後に不活化ワクチンを接

種する場合はどうでしょう。今回の変更で、この場合の間

隔に関する制限はなくなりますので、翌日に接種しても構

わないということになります。 

また不活化ワクチン接種後の間隔の制限がなくなりま

すので、例えば、ヒブ、肺炎球菌、Ｂ型肝炎、ロタワクチ

ンを一つずつ、4日間連続で接種することも可能になりま

す。（同時接種のほうが簡単・便利ですけどね） 

院内のリフォーム工事完了 

9月から、院長の長男が、時々当院の診療のお手伝いを

してくれることになり、診察室を増やす必要が出てきまし

た。また現在の建物はすでに築20年以上経過して傷んで

きた場所も増えていたため、8月末にリフォーム工事を行

いました。8月31日から新しい景色の中で診療再開して

います。 

 

なお長男は現在、都内の病院で小児外科を専門として診

療を行っています。当院ではさしあたり、毎月2回程度、

金曜日の午後に診療する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜間や休日の急病対策/電話相談 

＃7119・・・＃ 7（何でも）119番！ 

  北川辺地域では 048-824-4199へ 

 

 小児の救急電話相談（#8000）、成人の救急電話相談

（#7000）、そして埼玉県救急医療情報案内を一つにまと

めた相談ダイヤルです。 

これさえ覚えておけば、こどもから大人まで、全ての

方の医療相談や医療機関の案内まで対応してくれますの

で便利です。 

 

 

こどもの救急（日本小児科学会） 

診療時間外に医療機関を受診したほうが良いかどうか

の判断の目安をホームページで提供しています。 

http:／／ｋｏｄｏｍｏ－ｑｑ．ｊｐ／ 

 

 

 

 

当院のホームページ 

http://tomonaga-kodomoc.jp 
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